
（
B

工
業
科
）
の
合
格
者
の
う

ち
、
本
学
に
入
学
す
る
方
の
中

か
ら
、
入
試
の
成
績
が
優
秀
で
、

学
業
の
伸
展
が
期
待
さ
れ
る
方

に
給
付
さ
れ
る
。

◆
一
般
入
試
に
地
方
会
場
増
設
　

平
成
21
年
度
入
試
か
ら
地
方

会
場
（
郡
山
、
水
戸
、
高
崎
、

千
葉
、
東
京
、
新
潟
、
長
野
、

静
岡
）
を
設
定
し
た
が
、
新
た

に
仙
台
、
柏
、
横
浜
に
会
場
を

設
定
。
地
方
に
お
い
て
本
学
へ

の
受
験
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

◆
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
入
試

高
校
時
代
に
取
得
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど
の
資
格

を
有
し
、
も
の
づ
く
り
へ
の
意

欲
を
持
っ
た
方
を
求
め
る
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
入
試
。
こ
の

安
の
3
万
5
千
円
で
受
講
で
き

る
。
将
来
的
に
は
、
学
内
の
夜
の

教
室
を
利
用
し
て
開
講
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
資
格

取
得
は
仕
事
の
選
択
肢
を
広
げ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
学

生
諸
君
の
受
講
を
推
奨
す
る
。

本
学
に
お
け
る
認
証
評
価
は
、

自
己
点
検
運
営
委
員
会
大
学
部

会
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
自

己
評
価
報
告
書
を
作
成
し
、
平

成
20
年
6
月
末
に
評
価
機
構
へ

提
出
し
た
。
そ
の
後
、
提
出
し

た
自
己
評
価
報
告
書
を
も
と
に

書
面
調
査
が
行
な
わ
れ
、
さ
ら

に
評
価
員
等
7
名
に
よ
る
実
地

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調

査
結
果
か
ら
評
価
員
が
本
学
に

対
す
る
評
価
報
告
書
を
と
り
ま

と
め
た
。

評
価
報
告
書
は
評
価
員
の
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
記
載
さ

れ
て
お
り
、
本
学
独
自
の
特
色

あ
る
優
れ
た
取
組
み
が
評
価
さ

れ
、
一
方
で
改
善
す
べ
き
課
題

等
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
次
回
の
受
審
に
向
け

て
大
学
の
継
続
的
な
質
の
保
証

を
行
な
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

な
お
、
自
己
評
価
報
告
書
お
よ

び
評
価
報
告
書
は
本
学
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

平
成
22
年
度
入
試
が
い
よ
い

よ
ス
タ
ー
ト
す
る
。
注
目
す
べ

き
点
を
紹
介
す
る
。

◆
特
別
奨
学
生
40
名
に
増
員

成
績
優
秀
で
向
学
心
あ
ふ
れ

る
受
験
生
を
幅
広
く
受
け
入
れ

る
べ
く
、
募
集
人
員
を
40
名
に

大
幅
に
増
員
（
従
来
12
名
）
。
募

集
時
期
も
2
回
（
8
月
、
1
月
）

と
し
た
。
特
別
奨
学
生
に
採
用

さ
れ
て
入
学
し
た
方
に
は
、
1

年
次
の
学
費
の
半
額
が
免
除
さ

れ
る
特
典
が
与
え
ら
れ
る
の
で
、

是
非
挑
戦
い
た
だ
き
た
い
。

◆
入
試
奨
学
金
の
給
付

入
試
奨
学
金
は
、
1
年
次
の

学
費
の
減
免
と
し
て
年
額
20
万

円
が
給
付
さ
れ
る
。
平
成
21
年

度
に
は
1
3
3
名
の
方
が
認
め

ら
れ
た
。
一
般
入
試
、
セ
ン
タ

ー
利
用
入
試
、
専
門
高
校
入
試

授
業
料
が
か
か
る
と
こ
ろ
、
N

I
T
ク
リ
エ
イ
ト
経
由
で
受
講

申
込
す
る
と
通
常
価
格
よ
り
格

今
回
新
設
さ
れ
る
「
学
友
門
」

は
、
正
門
よ
り
2
0
0
m
手
前

に
設
置
さ
れ
る
。
外
部
か
ら
の

学
生
や
来
学
者
は
本
学
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
こ
こ
か
ら
入
る
事
が

で
き
る
様
に
な
る
。

今
迄
、
駅
か
ら
正
門
に
歩
い

て
く
る
と
、
学
友
会
館
の
前
ま

で
来
た
と
こ
ろ
で
、
「
正
門
ま
で

2
0
0
m
」
と
い
う
看
板
を
目

に
し
、
少
し
が
っ
か
り
し
て
し

学
友
会
館
の
向
い
側
に
新
た
な
校
門
が
設
置
さ
れ
る
。
「
学

友
門
」
と
名
付
け
、
人
・
自
転
車
だ
け
が
通
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
現
在
、
正
門
で
は
人
と
車
等
が
利
用
し
て
い
る
が
、
こ

の
動
線
を
分
け
る
こ
と
に
よ
り
安
全
性
を
確
保
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
の
入
構
場
所
が
駅
か
ら
2
0
0
m
程
近
く
な
る
。

ま
う
。
そ
こ
で
、
学
友
会
館
の

向
い
側
（
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北
東

角
）
に
新
た
に
人
・
自
転
車
専

用
の
校
門
を
設
置
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
正
門
は
人
と
車
等
が
混

在
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、「
学

友
門
」
は
人
・
自
転
車
に
特
化
し

て
、
動
線
を
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、

人
が
安
全
に
歩
く
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
前

の
交
叉
点
を
左
折
し
た
と
こ
ろ
で

「
学
友
門
」
が
目
の
前
に
現
わ
れ
、

L
C
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
見
渡
せ

る
た
め
、そ
こ
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の

奥
行
き
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、

気
持
ち
の
良
い
景
観
が
形
成
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

設
計
監
理
は
従
来
か
ら
造
園
、

植
栽
管
理
の
指
導
を
受
け
て
い

る
愛
植
物
設
計
に
依
頼
し
た
。

工
期
は
6
月
か
ら
9
月
一
杯

の
予
定
。
工
事
は
2
期
に
分
け

て
計
画
し
て
お
り
、
第
1
期
工

事
が
新
設
の
「
学
友
門
」
か
ら

天
神
門
ま
で
の
エ
リ
ア
、
第
2

期
工
事
が
、
天
神
門
か
ら
正
門

手
前
ま
で
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。

第
2
期
工
事
エ
リ
ア
は
人
、
車

の
メ
イ
ン
通
路
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
夏

休
み
期
間
中
に
集
中

的
に
施
工
す
る
。
ま

た
、
新
設
の
「
学
友

門
」
か
ら
東
門
へ
と

続
く
構
内
歩
道
も
整

備
し
、
併
せ
て
新
駐

輪
場
も
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

秋
学
期
に
は
新
た

な
門
、
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
完
成
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
メ

ー
ジ
が
一
新
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
更
に
学

友
会
館
の
周
辺
部
分

に
つ
い
て
も
手
を
加

え
、
「
学
友
門
」
と

学
友
会
館
と
の
一
体

感
を
作
り
出
す
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

・
世
田
谷
区
立
用
賀
中
学
校

永
野
祥
夫
氏

・
埼
玉
県
立
越
谷
総
合
技
術
高

等
学
校
　
津
野
章
久
氏

◎
挨
拶
・
講
演

・
学
長
　
柳
澤
　
章

・
入
試
室
長
　
川
村
清
志

・
工
業
教
育
研
究
所
長
　

原
田
　
昭

◎
学
科
交
流
会

◎
懇
親
会

（
工
業
教
育
研
究
所
）

こ
の
ほ
ど
、
N
I
T
ク
リ
エ

イ
ト
（
旧
・
日
本
工
業
大
学
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
と
日
建
学

院
で
「
資
格
取
得
支
援
講
座
に

関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
、
本

学
の
学
生
へ
向
け
た
資
格
取
得

支
援
事
業
（
ス
タ
デ
ィ
ガ
イ
ド
）

を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

今
回
、
両
社
で
提
携
し
た
内

容
は
建
築
学
科
4
年
生
と
大
学

院
生
を
対
象
と
し
た
「
2
級
建

築
士
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
講
座
」
と

本
学
に
在
籍
す
る
全
て
の
学
生

を
対
象
と
し
た
「
宅
地
建
物
取

引
主
任
者
講
座
」
で
あ
る
。

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
ま
っ

た
く
同
じ
内
容
の
講
座
を
日
建

学
院
へ
申
し
込
ん
だ
場
合
、
2

級
建
築
士
で
は
16
万
8
千
円
、

宅
建
の
場
合
、
10
万
5
千
円
の

平
成
21
年
3
月
、
本
学
は

（
財
）
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構

よ
り
、
大
学
機
関
別
認
証
評
価

に
つ
い
て
、
評
価
機
構
が
定
め

る
大
学
評
価
基
準
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
。

認
証
評
価
は
、
平
成
16
年
4

月
1
日
か
ら
す
べ
て
の
大
学
、

短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

に
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
教
育
研
究
水
準
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
7

年
以
内
（
専
門
職
大
学
院
は
5

年
以
内
）
に
一
度
、
文
部
科
学

大
臣
が
認
証
す
る
評
価
機
関
の

実
施
す
る
評
価
を
受
審
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

新たなキャンパス、リニューアル計画
「学友門（仮称）」新設　6月着工、9月末完成予定

「
集
い
」
の
目
的
は
、
全
国
の

中
学
校
・
高
校
等
に
在
職
す
る

本
学
卒
業
現
職
教
員
と
本
学
と

の
連
携
を
深
め
、
相
互
の
発
展

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

今
年
も
、
昨
年
に
続
き
本
学

内
で
開
催
す
る
。
奮
っ
て
ご
参

加
の
う
え
、
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

実
施
要
領
は
以
下
の
通
り
。

日
時
　
平
成
21
年
7
月
11
日

場
所
　
本
学
L
C
セ
ン
タ
ー

内
容

◎
現
職
教
員
研
究
発
表

1 5 9第 号

通

http://www.nit.ac.jp

「学友門（仮称）」
新設
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〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1

1（0480）34－4111（代）

平成21年（2009年）6月1日発行

【機械工学科】
・昆虫や植物に学ぶ新しいものづくり
・最軽量金属マグネシウムの成型加工
・レーザではじめるものづくり
・～レーザってなに？どんな加工ができる？～
・機械要素のいろいろ
・身の回りの機能材料

【ものづくり環境学科】
・小さな小さな泡“マイクロバブル”の
不思議

・「もったいない」精神で毎日の生活を
みなおす

・風車でつくるクリーンエネルギー
・製品の生涯（製造～使用～廃棄）
全体の環境影響を考えてみよう
・文明の跡地は砂漠になる（森を創る
文明・森を壊す文明）

【創造システム工学科】
・環境を守る黒いダイヤモンド
・光る半導体－LEDの基礎
・画像センサーの仕組み
・自動車に見るナノテク技術
・ロボットとサイボーグ

【電気電子工学科】
・聞こえない音のお話
・世界を驚かせた新幹線電車の苦難
の開発からインバータ時代の今日まで
・コンピュータと暗号化技術
・のぞいてみよう”ナノ“の世界
・次世代電気自動車は環境問題を解決する

【情報工学科】
・「分かる」の仕組み
・障がい者や高齢者を支援する情報
技術の話
・数学と情報の問題を数式処理ソフ
トで解く
・情報通信ネットワークとは何だろう
・どこでもコンピュータ

【建築学科】
・建築基礎と地盤
・はじめての耐震工学
・地球温暖化対策としてのエコリフォーム
・建築設計の魅力
・建築設計の現場から

【生活環境デザイン学科】
・歴史を生かしたまちづくりは高齢者に
優しい
・とびきりの建築空間視察の旅
・建築材料のあれこれ
・住宅設計のプロセス
・図面で住宅を読む

【共通教育系】
・「だまし絵」の秘密
・面白い科学の演示実験
・むしめがねでのぞいてみると
・クラスの中に同じ誕生日の人がいるか？
・平行二輪車「セグウェイ」で体感する
ロボット制御の基礎
・大学への進学ガイダンス

平成20年度は、86回の出前授業を実施し、特にセグウェイ
（平行二輪車）やロボット関連等動きのある内容に高い関心が
あった。発足した７学科体制に基づき、各学科の特質と研究内
容を織り込んだ出前授業プログラムのテーマを紹介する。

平成21年度の「出前授業」

入
試
で
入
学
し
た
方
に
は
、
本

学
の
工
房
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
挑
戦
を
期
待
し
て
い
る
。

◆
大
学
案
内
の
発
行
　

2
0
1
0
大
学
案
内
が
完
成

し
た
。
本
冊
子
は
、
本
学
が
目

指
す
人
材
育
成
、
工
房
教
育
や

環
境
教
育
な
ど
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
各
学
科
の
特
色
、
支
援

体
制
等
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
案
内
の
ミ
ニ
版
と
も

い
え
る
「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
も

完
成
。
女
子
受
験
生
向
け
に
、

本
学
の
特
色
や
学
生
生
活
を
紹

介
し
て
い
る
。

入
手
希
望
者
は
、
教
務
部
入

試
室
（
0
4
8
0
‐
3
3
‐
7

6
7
6
）
ま
で
。

昨年度の開催風景（於LCセンター）

「学友門」新設で、キャンパスアプローチは明るく開放的にイメージ一新

第
５
回「
本
学
卒
業

現
職
教
員
の
集
い
」の
開
催

7/11（土）

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
が
日
建
学
院
と
提
携

２
級
建
築
士
、
宅
建
の
資
格
講
座
受
講
が
容
易
に

平
成
22
年
度
　
入
試
情
報

奨
学
生
の
増
員
な
ど
注
目
の
入
試
制
度

「2010大学案内」（上）と
「ブックレット」（右）

「本学の自己点検・評価」認定される
－（財）日本高等教育評価機構より認定－

本学独自の優れた取組みを評価、
改善すべき課題も。詳しくは本学ウェブページで
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第Ⅱ期工事
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場
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機械工学科棟



り
、
年
間
を
通
じ
て
学
業
成

績
・
人
物
共
に
優
秀
な
学
部
学

生
が
選
考
さ
れ
る
。
本
年
度
は

エ
ク
セ
レ
ン
ト
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

（
E
S
）30
名
、
リ
マ
ー
カ
ブ
ル
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
R
S
）69
名
の

計
99
名
が
採
用
さ
れ
た
。
両
奨

た
奨
学
金
で
、
適
用
対
象
は
人

物
、
成
績
共
に
優
れ
た
本
学
大

学
院
生
で
本
年
度
は
各
専
攻
か

ら
3
名
、計
15
名
が
選
考
さ
れ
た
。

ま
た
、
日
本
工
業
大
学
学
業

奨
励
奨
学
金
は
、
平
成
17
年
度

の
入
学
生
か
ら
適
用
さ
れ
て
お

本
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
た
大
川
陽
康
奨
学
金

お
よ
び
本
年
度
の
日
本
工
業
大
学
学
業
奨
励
奨

学
金
の
決
定
を
受
け
、
4
月
20
日
（
月
）、
情
報

工
学
科
棟
5
階
会
議
室
に
お
い
て
、
そ
の
受
給

対
象
者
に
対
す
る
認
定
証
の
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
た
。

大
川
陽
康
奨
学
金
は
本
年
度
よ
り
新
設
さ
れ

か
こ
ん
さ
ぁ
と
」
が

行
わ
れ
た
。
ゲ
ス
ト

は
、
星
野
み
ち
る
。

彼
女
は
、
2
0
0
7

年
6
月
ま
で
A
K
B

48
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
。

現
在
は
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
一
方
で
シ
ン
ガ

ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
も
活
動
の
場

を
広
げ
て
い
る
。
当

日
は
、
彼
女
の
透
き

通
る
よ
う
な
歌
声
が

体
育
館
に
響
き
渡
っ
た
。

5
月
21
日
（
木
）
に
は
、
中

央
執
行
委
員
会
主
催
の
新
入
生

歓
迎
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
今

回
の
出
演
者
は
、
超
新
塾
、
禅
、

ハ
ラ
イ
チ
の
3
組
。
テ
レ
ビ
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
お
馴
染
み

の
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
だ
け
に
、

こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た

4
月
2
日
（
木
）
夕

刻
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
専
門
職
大
学
院
・
技

術
経
営
研
究
科
で
は
、

柳
澤
学
長
を
は
じ
め
と

す
る
大
学
幹
部
、
来
賓
、

専
任
教
員
列
席
の
も
と
、

3
名
の
新
任
教
員
が
加

わ
っ
た
新
し
い
陣
容
で
、

25
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
年
は
ス
タ

ッ
フ
の
充
実
だ
け
で
な

く
、
修
了
生
の
希
望
や

教
員
等
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
科
目
の
新
設
・

統
廃
合
を
実
施
し
た
。

今
回
入
学
し
た
5
期
生
25
名

の
内
訳
は
男
性
23
名
、
女
性
2

名
で
あ
る
。
平
均
年
齢
は
43
歳

弱
で
あ
り
、
従
来
よ
り
も
若
干

高
く
な
っ
た
。
年
齢
構
成
は
60

代
以
上
2
名
、
50
代
3
名
、
40

代
8
名
、
30
代
10
名
、
20
代
2

名
で
、
30
代
及
び
40
代
の
中
堅

社
員
が
過
半
数
を
占
め
る
。
そ

の
中
で
最
年
長
の
入
学
者
は
70

歳
、
最
年
少
は
28
歳
で
あ
る
。

従
来
か
ら
60
歳
以
上
の
入
学
者

は
毎
期
一
定
の
割
合
を
占
め
て

お
り
、
気
力
、
体
力
の
あ
る
高

齢
院
生
の
向
学
心
と
努
力
が
、

40
％
に
と
ど
ま
り
、
経
済
情
勢

の
悪
化
の
影
響
が
、
こ
の
数
字

に
も
現
れ
て
い
る
。

企
業
派
遣
の
院
生
諸
君
は
未

曾
有
の
不
景
気
の
渦
中
に
派
遣

を
決
断
し
て
く
れ
た
所
属
企
業

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
、

ま
た
自
費
で
の
進
学
を
決
意
し
、

入
学
し
た
院
生
諸
君
は
将
来
の

自
分
へ
の
投
資
と
い
う
意
気
込

み
が
、
授
業
お
よ
び
日
常
の
会

話
を
通
し
、
我
々
に
も
伝
わ
る
。

教
職
員
一
同
、
院
生
の
こ
の
気

持
ち
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
、

学
習
へ
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い

よ
う
な
授
業
の
提
供
と
サ
ポ
ー

ト
に
日
々
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
決
意
で
新
学
期

に
臨
ん
で
い
る
。

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

教
授
　
近
江
正
幸

生
に
は
好
都
合
だ
っ
た
よ
う
で
、

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
友
会

館
ホ
ー
ル
は
満
席
。
会
場
は
、

学
生
の
熱
気
と
笑
い
で
大
盛
況

だ
っ
た
。

5
月
22
日
（
金
）
に
は
、
体

育
祭
実
行
委
員
会
主
催
の
第
42

回
体
育
祭
が
、
本
学
グ
ラ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
P
r
o
g
r
e
s
s
」
。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
新
入
生
が

こ
の
体
育
祭
を
通
じ
て
勉
強
も

交
友
関
係
も
、
さ
ら
に
進
歩
・

向
上
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

主
催
者
側
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
期
待
と
不
安
を
胸
に

入
学
し
た
新
入
生
だ
が
、
こ
の

時
期
に
な
る
と
学
生
生
活
に
も

だ
い
ぶ
慣
れ
た
よ
う
で
、
体
育

祭
を
楽
し
ん
で
い
た
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。

（2） 平成21年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第159号

学
生
に
は
認
定
証
が
授
与
さ
れ

る
と
共
に
、
大
川
陽
康
奨
学
生

に
は
20
万
円
、E
S
に
は
50
万
円
、

R
S
に
は
20
万
円
が
給
付
と
な

り
、学
費
と
し
て
充
当
さ
れ
る
。

式
の
冒
頭
、
学
長
よ
り
当
該

奨
学
金
の
受
給
対
象
と
な
っ
た

の
は
各
人
の
努
力
の
結
果
で
あ

り
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
期

待
す
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
そ

後
、
会
食
と
各
学
科
ご
と
に
分

れ
て
の
ポ
ス
タ
ー
用
の
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
式
と
な
っ
た
。

平
成
21
年
度
本
学
学
部
入
学
者
の
都
道
府
県
別
入
学
者
数
が
ま
と
ま
っ
た
。
総

入
学
者
数
は
１
１
２
１
名
。
う
ち
女
子
学
生
は
43
名
、
留
学
生
等
は
32
名
で
あ

る
。
都
道
府
県
別
入
学
者
数
は
、
昨
年
に
続
き
埼
玉
が
ト
ッ
プ
で
３
６
６
名
。

次
い
で
東
京
が
２
４
７
名
、
栃
木
１
０
５
名
、
茨
城
99
名
、
群
馬
78
名
が
ベ
ス

ト
５
で
あ
る
。
こ
の
５
都
県
の
合
計
は
８
９
５
名
で
、
全
入
学
生
の
約
80
％
を

占
め
る
。

新入生の出身地マップまとまる
北　海　道�

2

青　　森�
20

山　形�
25（3）�

宮　城�
1

秋　田�
10（1）�

岩　手�
10（1）�

石　川�
2

新　潟�
14（2）�

福　島�
 21（1）�

千　葉�
31�
（1）�

茨　城�
99�
（4）�

静　岡�
 13（2）�

山　梨�
6

東　京�
 247（2）�

愛　知�
0

長　野�
15

埼　玉�
366（5）�

群　馬�
 78（7）�

栃　木�
105（6）�

奈　良�
0

和歌山�
0

三　重�
 1（1）�

岐　阜�
2

滋　賀�
1（1）�

福　井�
0

富　山�
4

山　口�
1

広　島�
1

岡　山�
0

大　阪�
1

島　根�
1

鳥　取�
1

兵　庫�
 3

京　都�
1

徳　島�
0

高　知�
1

愛　媛�
2

香　川�
0

沖　縄�
3

鹿 児 島�
0

宮　崎�
0

熊　本�
0

大　分�
0

長　崎�
0

佐　賀�
0

福　岡�
0

神奈川�
1

外国人他� 合　計�

32（6）� 1,121（43）�入学者総数（女子）�

〈凡　例〉�

0人� 1～9人� 10～49人� 50～99人� 100人～�

※　編入学生、および秋季入学者の数は含まない�

●平成21年度　留学生在籍者（学部）

●平成21年度　女子学生在籍者（学部） ●留学生の出身国・地域
出身国・地域 計

中華人民共和国 114

サウジアラビア 9

大韓民国 7

タイ 2

バングラデシュ 2

ベトナム 2

ミャンマー 2

中華民国 2

イギリス 1

イタリア 1

ケニア 1

ネパール 1

計 144

学年 機械 ものづくり 創造システム 電気電子 情報 建築 生活環境 合計

1年 3 2 7 7 16 12 47

2年 4 5 5 7 19 40

3年 6 4 26 36

4年 1 6 3 5 18 33

計 8 0 19 15 23 79 12 156

学年 機械 ものづくり 創造システム 電気電子 情報 建築 生活環境 合計

1年 5 1 7 15 10 2 1 41

2年 8 12 8 11 6 45

3年 7 9 5 7 2 30

4年 3 11 5 7 2 28

計 23 1 39 33 35 12 1 144

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

今年度から、学群対抗で競技を競った

新
任
の
専
任
教
員
と
と
も
に

第
５
期
生
が
入
学

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

（

）

新入生25名を迎えて新年度がスタート
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作　品　大　募　集

建築コンペ、マイクロロボコン、プロダクトデザインコンテスト

同
期
の
院
生
の
刺
激
に
な
っ
て

い
る
。

本
学
で
は
例
年
、
遠
距
離
通

学
す
る
入
学
者
は
多
い
が
、
今

年
度
は
特
に
新
幹
線
を
利
用
し
、

神
奈
川
県
小
田
原
、
栃
木
県
宇

都
宮
、
長
野
県
上
田
と
い
っ
た

遠
方
か
ら
通
う
院
生
が
目
立
つ
。

こ
の
よ
う
な
遠
距
離
通
学
者
に

配
慮
し
、
本
専
門
職
大
学
院
で

は
今
年
か
ら
土
曜
日
の
授
業
開

始
を
30
分
遅
ら
せ
、
午
前
9
時

30
分
開
始
と
す
る
改
善
を
行
っ

た
。入

学
者
の
所
属
す
る
企
業
の

業
種
は
、
製
造
業
が
56
％
と
過

半
数
を
占
め
、
サ
ー
ビ
ス
業

32
％
、
Ｉ
Ｔ
関
連
8
％
、
そ
の

他
4
％
で
あ
る
。
ま
た
従
来
、

企
業
派
遣
が
入
学
者
全
体
の
約

50
％
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は

企
業
派
遣
に
よ
る
入
学
者
は

毎
年
4
月
、
5
月
に
は
、
学

生
自
治
会
の
各
委
員
会
が
主
催

す
る
新
入
生
を
歓
迎
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
中

で
、
主
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
す
る
。

4
月
18
日
（
土
）
午
後
4
時

30
分
か
ら
、
恒
例
の
大
学
祭
実

行
委
員
会
主
催
「
春
の
ぽ
か
ぽ

学
生
も
多
か
っ
た
。
開
演
午
後

6
時
30
分
と
い
う
時
間
帯
も
学

大川陽康奨学金および
日本工業大学学業奨励奨学金
受給対象者認定証授与式

学長と記念撮影をする学業奨励奨学金受賞者（建築学科）

23回目を迎える建築を学ぶ高校
生を対象とした日本工業大学建築設
計競技の今年の課題は、「小さな豪
邸」。「豪邸」というからには、ただの
住宅ではない。「家」にとって本当の
豪華さとは何かを考え、空間を通し
て、そこに住むことが豪華に感じら
れる素敵な豪邸の提案を期待する。
審査委員は、建築家の小嶋一浩氏

（東京理科大学教授）、本学建築学科
伊藤庸一教授、同武田光史教授の3
氏。締切は8月31日。
HP:http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/c
ompe.html
E-mail:kenchiku-compe@nit.ac.jp

建築コンペ作品募集
― 小さな豪邸 ―

8月31日締切・9月末日入賞発表

来る9月12日(土)に、本学で第3回
マイクロロボコン高校生大会が開催
される。1インチ角のロボットが所
定のコースを自立的に走行し、時間
を競うコンテスト。わずか1インチ
角のロボット内にCPUやバッテリ
ーを搭載し、数十cmの大きさのロ
ボットに匹敵する機能を持つ様に設
計要求される。実習などで余った端
材で製作が可能で、省エネルギー・
省資源をめざすエコロジーなコンテ
ストでもある。問い合わせ等詳細は
WEBにて。応募もWEBより登録可
能で、締切は8月22日。
（http://ise.nit.ac.jp/mrc.html）

第3回マイクロロボコン大会
参加募集

幼い頃、紙の上にクレヨンで思い
思いの乗り物などをスケッチしたの
と同様に、思い思いのイメージを
3D-CADを用いてスケッチし、“物
作り”の最先端技術を体験するコン
テストを開催する。高校生なら誰も
が参加でき、募集作品はテーマ部門
「障がい者用自動車ハンドル」と自
由デザイン部門「自由テーマ」。自
動車用ハンドルは元GPレーサー青
木拓磨氏に審査を依頼している。
参加希望者は8月15日迄に、本学

ホームページから検索するか、機械
工学科コンテスト事務局
（nagasaka@nit.ac.jp）まで。

第１回
日本工業大学３D-CADプロダクト

デザインコンテスト

LCセンターでの入賞作品の展示風景（昨年度） 第2回大会（昨年度）の競技風景 プロダクトデザインコンテストのマーク
わずか1インチ角
のロボット

特別審査員
青木　拓磨



【
顕
彰
機
種
の
概
要
】

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
賞

【
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
・
油
圧
式
円
筒

研
削
盤
Ｌ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
】
（
製
造

開
始
・
昭
和
40
年
）
独
自
開
発

の
静
圧
軸
受
、
操
作
性
が
良
く

安
定
し
た
砥
石
送
り
機
構
と
原

点
補
正
装
置
、
レ
バ
ー
に
よ
る

早
送
り
と
研
削
送
り
の
切
替
え

装
置
等
、
高
性
能
・
高
品
質
確

保
と
使
い
勝
手
向
上
を
同
時
に

達
成
さ
せ
た
新
技
術
を
多
数
搭

載
し
、
日
本
初
の
コ
ン
ベ
ア
方

式
で
の
組
立
に
も
成
功
。
海
外

競
合
機
に
比
べ
50
〜
30
％
の
低

価
格
で
供
給
で
き
、
13
年
間
に

3
1
0
0
台
製
造
さ
れ
30
％
を

い
。
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
神

力
先
生
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
に

感
謝
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

浜
田
君
は
「
博
士
課
程
の
5

年
間
を
か
け
て
研
究
し
た
成
果

が
認
め
ら
れ
、
本
当
に
う
れ
し

3
月
18
日
、

情
報
工
学
専
攻

磯
野
研
究
室
の

大
学
院
生
（
今

春
修
了
）
浜
田
和
崇
君
（
日
本

工
業
大
学
付
属
東
京
工
業
高
校

出
身
）
が
I
E
E
E
（
電
気
電

子
学
会
）
A
E
S
日
本
支
部
の

学
術
奨
励
賞
（Y

oung
Scientist

A
w

ard

）
を
受
賞
し
た
。

受
賞
論
文
題
目
（
和
訳
）
は

「
イ
ン
バ
ー
ス
フ
ィ
ル
タ
を
用
い

た
2
相
幅
広
符
号
の
パ
ル
ス
圧

情
報
工
学
専

攻
磯
野
研
究
室

の
大
学
院
生
（
今

春
修
了
）
山
下

真
一
君
（
富
山
県
立
砺
波
工
業
高

校
出
身
）
が
3
月
3
日
、N
C
S

P
’09
のStudentPaper

A
w

ard

を
受
賞
し
た
。
受
賞
題
目
（
和
訳
）

は
「
幅
広
4
相
符
号
の
特
性
」
。

縮
と
そ
の
特
性
」
。
イ
ン
バ
ー
ス

フ
ィ
ル
タ
と
は
レ
ー
ダ
ー
の
信

号
処
理
過
程
に
お
い
て
、
余
計

な
雑
音
を
カ
ッ
ト
す
る
た
め
の

フ
ィ
ル
タ
。
レ
ー
ダ
ー
の
周
波

数
特
性
向
上
の
た
め
に
イ
ン
バ

ー
ス
を
用
い
た
こ
と
が
画
期
的

で
あ
り
、
2
相
幅
広
符
号
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
精
度
の

高
い
測
定
が
可
能
に
な
っ
た
点

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
将
来
的

に
は
航
空
や
宇
宙
関
連
の
レ
ー

ダ
ー
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

「
歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機
械
を
顕
彰
す

る
会
」
（
会
長
・
守
友
貞
雄
理
事
、
事
務
局
・

当
博
物
館
）
に
よ
る
第
11
回
顕
彰
機
種
が
決

ま
り
、
6
月
2
日
（
火
）
に
学
友
会
館
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
る
。
数
多
く
の
候
補
機
種
の

中
か
ら
推
薦
委
員
会
お
よ
び
審
査
委
員
会
で

厳
正
に
審
議
さ
れ
て
選
ば
れ
た
4
機
種
は
、

い
ず
れ
も
開
発
さ
れ
た
後
、
我
が
国
の
経
済

成
長
を
長
年
支
え
た
、
工
作
機
械
の
歴
史
に

残
る
名
機
で
あ
り
、
製
造
し
た
企
業
に
顕
彰

楯
が
贈
呈
さ
れ
る
。

レ
ー
ダ
ー
観
測
技
術
に
関
す
る

研
究
で
、
レ
ー
ダ
ー
か
ら
送
信

す
る
パ
ル
ス
圧
縮
信
号
の
新
し

い
パ
タ
ー
ン
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
信
号
を
用
い
る
こ
と
が
レ

ー
ダ
ー
の
距
離
分
解
能
の
向
上
、

す
な
わ
ち
測
定
精
度
向
上
に
寄

与
す
る
と
認
め
ら
れ
た
。
発
表

も
審
査
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

研
究
内
容
と
併
せ
て
高
い
評
価

を
受
け
、今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

山
下
君
は
「
学
部
生
と
い
う
立

場
で
あ
り
な
が
ら
海
外
で
論
文

を
発
表
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た

上
、
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
神
力
先
生
、

関
係
者
の
方
々
に
感
謝
し
て
い

る
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ

れ
ば
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
」と
語
っ
て
い
た
。

3
月
16
日
か
ら
3
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た
表
面
技
術
協
会

第
119
回
講
演
大
会
で
、
第
15
回
学

術
奨
励
講
演
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
研
究
で
は
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
方
式
と
し
て
は
初
め
て
「
フ

超
え
る
シ
ェ
ア
を
確
保
し
た
。

【
オ
ー
エ
ム
製
作
所
・
立
て
旋
盤

Ｔ
Ｍ
Ｓ
１
･
２
シ
リ
ー
ズ
】
（
製

造
開
始
・
昭
和
33
年
）
立
て
旋

盤
独
特
の
重
量
加
工
物
を
回
転

さ
せ
な
が
ら
高
速
、
高
精
度
に

加
工
す
る
と
い
う
難
し
さ
を
克

服
し
て
完
成
さ
せ
た
。
昭
和
36

年
に
は
大
形
組
立
工
場
を
建
設

し
、
昭
和
37
年
に
は
い
ち
早
く

N
C
立
て
旋
盤
を
開
発
、
同
年

開
催
の
第
1
回
日
本
国
際
工
作

機
械
見
本
市
に
出
品
し
注
目
を

集
め
た
。
平
成
5
年
ま
で
に
3

9
4
台
製
造
し
、
立
て
旋
盤
全

体
の
製
造
台
数
は
、
現
在
約
6

3
0
0
台
（
N
C
を
含
む
）
に

及
ん
で
い
る
。

【
オ
ー
ク
マ
・
形
削
り
盤
Ｓ
Ｓ
シ

リ
ー
ズ
】
（
製
造
開
始
・
大
正
14

年
）
大
正
11
年
に
開
発
に
着
手

し
、
世
界
各
国
の
カ
タ
ロ
グ
を

集
め
て
ラ
ム
の
滑
り
面
の
長
さ

な
ど
主
要
寸
法
を
決
定
し
た
も

の
で
、
各
社
の
良
い
と
こ
ろ
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
機
械
に
仕
上
げ

て
い
る
。
同
社
の
形
削
り
盤
の

基
礎
を
築
い
た
機
種
で
あ
り
、

当
時
の
官
庁
の
購
買
規
格
で
は

形
削
り
盤
の
規
範
と
な
っ
て
い

た
。
戦
争
で
中
断
後
昭
和
25
年

に
生
産
再
開
し
、
昭
和
40
年
ま

で
生
産
さ
れ
、
後
継
機
種
を
合

わ
せ
て
千
数
百
台
に
な
る
と
推

測
さ
れ
る
。

■
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

【
ダ
イ
セ
イ
・
ラ
ジ
ア
ル
玉
軸
受

軌
道
面
超
仕
上
げ
盤
Ｓ
Ｆ-

32

形
】
（
製
造
開
始
・
昭
和
41
年
）

ワ
ー
ク
搬
入
出
、
中
間
軸
、
砥

石
ホ
ル
ダ
を
改
良
し
た
機
種
で

あ
る
。
砥
石
の
動
き
を
従
来
主

流
の
加
工
面
な
ら
い
揺
動
方
式

（
無
心
式
）
か
ら
転
動
面
形
状
修

正
能
力
の
あ
る
有
芯
式
と
し
て

性
能
の
向
上
、
生
産
性
と
保

守
・
信
頼
性
の
向
上
を
実
現
し
、

自
動
運
転
も
可
能
と
し
た
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
33
形
を
合
わ

せ
18
年
間
に
5
4
3
台
製
造

（
15
台
輸
出
）
さ
れ
、
昭
和
57

年
に
は
N
C
制
御
機
を
完
成
さ

せ
て
い
る
。

情
報
工
学
科
神
林
研
究
室
に

所
属
（
今
春
卒
業
）
の
生
井
諭
君

（
茨
城
県
立
境
高
校
出
身
）
、
金
原

有
佑
君
（
日
本
工
業
大
学
付
属
東

京
工
業
高
校
出
身
）、山
岸
拓
也
君

（
埼
玉
県
立
大
宮
工
業
高
校
出
身
）

が
3
月
15
日
、
日
本
経
営
工
学
会

北
関
東
支
部
卒
業
論
文
発
表
会

に
お
い
て
、
卒
業
論
文
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
。
受
賞
題
目
は
「
I
C

タ
グ
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
位

置
情
報
処
理
」。

受
賞
論
文
の
内
容
は
同
研
究

室
で
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る

群
ロ
ボ
ッ
ト
制
御
に
関
す
る
研

究
の
ひ
と
つ
で
、
例
え
ば
空
港
等

で
使
用
さ
れ
る
カ
ー
ト
を
ロ
ボ

ッ
ト
化
し
、
分
散
し
た
複
数
の
カ

ー
ト
を
最
適
な
場
所
に
半
自
動

的
か
つ
効
率
的
に
回
収
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し

て
い
る
。
今
回
の
研
究
で
は
、
床

に
設
置
さ
れ
た
I
C
タ
グ
に
よ

っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
正
確
な
位
置

と
方
向
の
情
報
を
把
握
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
取
得
情

報
は
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

送
信
、
処
理
さ
れ
、
各
カ
ー
ト
の

収
容
場
所
と
経
路
を
決
定
す
る
。

こ
の
研
究
は
後
輩
た
ち
に
よ
っ

て
現
在
行
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
に

と
っ
て
も
今
回
の
受
賞
は
大
き

な
励
み
に
な
っ
て
い
る
。

（3） 平成21年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第159号

浜
田
君
が
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
日
本
支
部
の

学
術
奨
励
賞
を
受
賞
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９年目を迎えたＩＳＯ活動では
「環境教育と教育・研究環境の充
実」を重点課題として取り組んだ。
ハード面では省エネ改修をはじめ
とする機能向上、ソフト面では環
境教育分野などを充実した。今後
一層の環境マネジメント活動の推
進・充実をはかっていく。
●「エコミュージアム」の刊行
本学の環境施設を紹介した印刷
物を作成。「環境分野研究奨励助成
金制度」採択研究結果と連携し、

携帯サイトと連動させ、環境情報を広くアピールする。
（携帯サイト）http://www.nit.ac.jp/eco/i/index.html
●「NITエコロジープレスNo.9」
環境マネジメント活動の結果報告「環境報告書」のダイ
ジェスト版として発行。No.7からWeb公開している。
●「内部環境監査の実施」
環境マネジメントシステムが有効に維持・管理されてい
るかを評価するために実施している。平成20年4月～平成
21年3月、全部門に対して行われた。

環境マネジメント活動の推進環境マネジメント活動の推進

歴史的工作機械の顕彰第11回 我が国のものづくりを支えた
名機4機種を表彰

工
業
技
術
博
物
館

館
長
・
教
授

松
野
建
一

ダイセイ株式会社
ラジアル玉軸受軌道面超仕上げ盤
SF-32形

り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
工
業
大
学
の
在
学
生
の

多
く
の
方
が
工
業
高
校
出
身
だ

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
工
業

高
校
の
電
気
科
出
身
で
、
高
校

卒
業
時
に
は
就
職
し
よ
う
か
と

迷
っ
た
も
の
の
、
周
囲
の
影
響

も
あ
っ
て
日
本
工
業
大
学
に
進

学
し
ま
し
た
。

進
学
し
て
ま
ず
、
戸
惑
っ
た

事
は
高
校
と
は
違
い
、
自
分
自

身
で
履
修
科
目
を
選
択
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
で
し

た
。
自
身
が
ど
う
い
う
方
向
に

進
ん
で
行
き
た
い
の
か
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
あ

れ
も
こ
れ
も
と
単
に
時
間
割
を

埋
め
る
た
め
に
履
修
科
目
を
増

や
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
履
修
し
た
科
目

皆
さ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
。
今
回
、

こ
の
記
事
を
依
頼

さ
れ
原
稿
を
書
き

上
げ
る
に
あ
た
り
、

大
学
生
活
や
就
職

活
動
に
つ
い
て
振

し
た
。
こ
の
卒
業
研
究
の
中
で

森
先
生
の
経
験
談
や
ご
指
導
を

い
た
だ
い
た
事
や
研
究
室
で
一

緒
に
取
り
組
ん
だ
「
友
達
」
や

「
後
輩
」
と
過
ご
し
た
日
々
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

卒
業
し
て
か
ら
既
に
2
年
が

を
1
つ
も
落
と
す
こ
と
な
く
卒

業
で
き
た
の
は
、
わ
か
ら
な
い

事
や
悩
ん
だ
事
を
解
決
し
て
く

れ
た
「
友
達
」
の
存
在
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
4
年
生
の
卒
業
研
究

は
森
研
究
室
に
在
籍
し
て
い
ま

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
就
職
活
動
を
行
う
中

で
「
主
体
的
に
取
り
組
み
、
多

く
の
体
験
を
す
る
こ
と
」
を
大

切
に
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

私
と
す
れ
ば
、
単
に
「
不
安
」

や
「
焦
り
」
を
紛
ら
わ
す
た
め

過
ぎ
ま
し
た
が
、
ふ
と
し
た
事

で
当
時
の
出
来
事
や
森
先
生
が

話
さ
れ
た
事
を
思
い
浮
か
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
お
世
話
に
な

っ
た
森
先
生
や
友
達
・
後
輩
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
少
し
就
職
に

駅
に
必
要
な
電
気
設
備
の
検
査

業
務
や
工
事
の
監
督
業
務
な
ど

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
の
電
気
設
備
の
検
査
業

務
で
は
「
予
防
保
全
」
を
前
提

に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

設
備
の
機
能
が
失
わ
れ
る
前
に

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
の
気
持
ち
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
就
職
活
動
を
通
し

て
成
長
し
、
今
の
私
自
身
が
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
東
日
本
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
で
列
車
の
運
行
や

そ
の
前
兆
を
把
握
し
、
復
元
す

る
こ
と
で
機
能
維
持
を
図
る
こ

と
で
す
。
私
は
先
輩
方
の
指
導

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
で

安
定
し
た
鉄
道
輸
送
を
支
え
て

い
く
電
気
技
術
者
を
目
指
し
て
、

日
々
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご

さ
れ
る
と
共
に
実
り
あ
る
就
職

活
動
が
で
き
ま
す
よ
う
心
よ
り

応
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

日
本
工
業
大
学
を
卒
業
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
社
会
で
多
い
に
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

就
職
支
援
課
か
ら
一
言

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
本
学
生
に

と
っ
て
人
気
の
就
職
先
企
業
で
、

30
数
名
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。

大
学
で
身
に
つ
け
た
知
識
や
技

術
を
活
か
し
て
同
社
で
多
い
に

活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
後
輩

の
励
み
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
益
々
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

近事片々

●　先輩だより　●

冨田俊晴
（埼玉県立秩父農工高等学校＊出身）

＊現・埼玉県立秩父農工科学高等学校

電気電子工学科（2007年卒業）
東日本旅客鉄道株式会社

振り返り・・・

情
報
工
学
科
・
神
林
研
所
属
の

生
井
君
、
金
原
君
、
山
岸
君
が

卒
業
論
文
奨
励
賞
を
受
賞

■
ベ
ス
ト
テ
ク
ニ
カ
ル
賞

株式会社ジェイテクト
油圧式円筒研削盤 LGシリーズ
G28形、G15形、G30形

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞

山
下
君
の
レ
ー
ダ
ー
観
測
に
関
す
る

研
究
が
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
’09
で
受
賞

佐
々
木
さ
ん
が
表
面
技
術
協
会
講
演
大
会
で

学
術
奨
励
講
演
賞
受
賞

シ
ス
テ
ム
工

学
科
伴
研
究
室

所
属
の
4
年
生

（
現
博
士
前
期

課
程
）
佐
々
木
扶
紗
子
さ
ん
（
岩

手
県
立
一
関
工
業
高
校
出
身
）
が
、

ラ
ー
レ
ン
C60

」
の
微
粒
子
を
つ
く

る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。
こ
の
微
粒
子
に

可
視
光
線
を
当
て
る
こ
と
で
老

化
や
疾
病
の
原
因
と
な
る
活
性

酸
素
を
生
成
。
将
来
的
に
医
療
の

診
断
や
健
康
管
理
分
野
へ
の
応

用
が
期
待
さ
れ
る
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
受
賞
で
き
る

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、

非
常
に
驚
き
ま
し
た
。自
分
の
研
究

が
第
三
者
か
ら
客
観
的
に
評
価
さ

れ
て
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、本
当
に

嬉
し
い
で
す
。学
部
生
と
い
う
立
場

で
あ
り
な
が
ら
発
表
の
場
に
立
つ

こ
と
が
で
き
、機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
伴
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
感
想
を
語
っ
て
い
た
。

ロボットとICタグ（実際は裏面に設置）

NITエコロジープレスNo.9

オークマ株式会社
形削り盤 SSシリーズ

株式会社オーエム製作所
立て旋盤 TMS1・TMS2シリーズ



本学の地域貢献の一環として、LCセンターを地域住
民の方々に開放している。年間延べ入館者数約14万人
のうち、地域住民の方の利用は0.1％とまだ少ないが、
登録（有料・1000円）すれば館外貸出もできるなどの
利点のPRに努め、利用促進を図っていきたい。
学生の利用状況として特記すべきことは、インターネ
ットコーナー（第1～3学習コーナー）が非常に活用さ
れていることである。また、本学では学生証をＩＣカ
ード化しており、ICカードに入金（チャージ）し、学
内の売店、食堂等でプリペイドカードとして利用でき
る。LCセンターでも学生証で料金支払いの出来る複写
機を7台設置しており、盛んに利用されている。

設
計
に
対
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
（
原
題
は

英
文
）

【
経
歴
】1
9
7
8
年
3
月
生
。
平

成
16
年
10
月
タ
イ
国
　K

M
U

T
T

School
of

Inform
ation

T
echnology

修
了
。
平
成
18
年

4
月
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
情
報
工
学
専
攻

入
学
（
指
導
教
授
・
石
川
孝
）。

P
iy

a
n

u
c

h
K

laisubun

◆
情
報
工
学
専

攻
博
士
後
期
課

程
（
平
成
21
年
3
月
31
日
付
修
了
）

【
論
文
題
目
】
科
学
研
究
者
の
た

め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
お
け
る
協
調
支
援
機
能
の

4
月
8
日
（
水
）
、
本
学
の
協

定
校
で
あ
る
カ
ナ
ダ
、
ア
ル
バ

ー
タ
州
、
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
・
カ

レ
ッ
ジ
の
新
任
学
部
長
に
就
任

し
た
D
r．

S
a
n
d
y

V
a

n
d
e
r
b
u
r
g
h
氏
が
、

カ
ナ
ダ
研
修
所
所
長
の
P
h
i

l
C
a
n
n
氏
と
共
に
来
学
し
た
。

柳
澤
学
長
に
表
敬
し
た
後
、

学
内
の
施
設
を
見
学
し
た
。

高
度
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
進
展
を
望
ん
で
帰
国
し
た
。

【
退
職
】（
3
月
31
日
）

◆
城
山
正
則
助
手
（
建
築
技
術
セ
ン

タ
ー
）

【
任
命
】（
4
月
1
日
付
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
長
　
村

川
正
夫
教
授（
再
任
）

◆
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
教
務
委

員
長
　
宇
野
永
紘
教
授（
再
任
）

◆
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
主
任
　
佐

藤
茂
夫
教
授（
新
任
）

◆
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
任

黒
津
高
行
教
授（
新
任
）

◆
技
術
研
究
系
総
括
セ
ン
タ
ー
長
兼

担
　
三
好
和
壽
教
授（
再
任
）

◆
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
兼
担
　
三

好
和
壽
教
授（
再
任
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
長

兼
担
　
三
好
和
壽
教
授（
再
任
）

◆
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
西

村
誠
介
教
授（
再
任
）

◆
機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
長
兼
担
　
長

坂
保
美
教
授（
再
任
）

◆
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
長
兼
担
　
桑

原
文
夫
教
授（
再
任
）

◆
C
A
D
／
C
A
M
／
C
A
E
演
習

室
長
兼
担
　
大
島
康
彰
教
授（
再
任
）

◆
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
所
長

兼
担
　
黒
津
高
行
教
授（
新
任
）

◆
工
業
教
育
研
究
所
長
　
原
田
昭
教

授（
再
任
）

◆
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
担
　
原

田
昭
教
授（
再
任
）

◆
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
長
兼
担
　
村
川
正
夫
教
授（
再
任
）

◆
工
業
技
術
博
物
館
長
　
松
野
建
一

客
員
教
授（
再
任
）

◆
留
学
生
別
科
主
任
　
呉
志
良
准
教

授（
新
任
）

◆
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
　
船
橋
昭

一
元
教
授

◆
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
主
任

土
野
一
清
助
手

◆
総
務
部
総
務
課
主
任
　
川
村
真
司

◆
鈴
木
敏
正
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
4
／

21
〜
28
）
／
目
的
＝
2
0
0
9
カ
ナ

ダ
研
修
所
修
了
式
お
よ
び
L
C
コ
ン

ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
出
席
◆
波
多
野
純
教

授
（
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出

張
先
＝
台
湾
（
4
／
29
〜
5
／
5
）
／

目
的
＝
文
化
資
産
保
存
再
利
用
と
地

方
文
化
観
光
の
永
続
的
発
展
国
際
検

討
会
に
て
講
演
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ

プ
◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
イ
ン
ド
（
4
／
30
〜
5
／

5
）
／
目
的
＝
日
本
国
政
府
O
D
A

本
学
入
学
と
同
時
に
在
学
生

の
正
保
証
人
は
全
員
、
後
援
会

員
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
会
の

目
的
や
事
業
活
動
を
ご
理
解
い

た
だ
こ
う
と
4
月
2
日
（
木
）

の
入
学
式
終
了
後
、
「
後
援
会
を

ご
理
解
い
た
だ
く
会
」
が
学
内

に
て
開
催
さ
れ
た
。

▼
桜
の
季
節
が
終
わ

り
、
こ
の
稿
を
執
筆

時
に
ち
ょ
う
ど
、
ツ

ツ
ジ
の
花
が
咲
き
始

め
ま
し
た
。
と
く
に
、

正
門
ロ
ー
タ
リ
ー
の

周
辺
は
こ
と
の
ほ
か

美
し
く
咲
い
て
い
ま

す
。
こ
の
様
に
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
樹
木
と
草
花
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
学
生
諸
君
も

こ
の
緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
、

感
性
豊
か
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

▼
大
学
が
誕
生
し
た
昭
和
42
年

の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
強
風
に
畑

の
砂
埃
が
舞
い
上
が
り
、
樹
木

も
草
花
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態

で
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

緑
化
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
が

後
援
会
で
し
た
。
昭
和
53
年
か

ら
昭
和
55
年
ま
で
の
3
年
間
で

多
額
の
募
金
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
緑
に

埋
め
尽
く
し
た
い
と
い
う
思
い

で
、「
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
現
在
の
緑
豊
か
な
キ
ャ

ン
パ
ス
の
姿
で
す
。
旧
図
書
館

と
食
堂
の
間
に
「
た
く
ま
し
く

大
樹
の
如
く
に
」
と
い
う
記
念

碑
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

後
援
会
以
外
の
大
勢
の
個
人
・

団
体
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

中
庭
に
顕
彰
の
ボ
ー
ド
が
あ
り

ま
す
。
休
み
時
間
に
是
非
見
て

く
だ
さ
い
。（
Ｆ
）

（4） 平成21年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第159号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。
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人
事
異
動

国
外
出
張

編 集 後 記

平成21年度 科学研究費補助金内定

平成21年度科学研究費補助金の交付内定通知があり、本学の交付内
定者は下表に示すとおり、23名（継続19名・新規4名）となった。
科学研究費補助金全体の採択率は例年20％程度と厳しい競争率であ

るが、このような状況の中でも本学の採択者数・交付額が増加してい
るのは、教員と事務職員が積極的に連携を図って、獲得に向けた努力
している成果と思われる。今後も益々のご尽力を期待したい。

■基盤研究Ｂ 採択年度
カーボン系薄膜の極低摩擦のメカニズム追求と
その応用に関する研究 Ｈ21 三宅　正二郎

■基盤研究Ｂ（海外） 採択年度
ラオス国シェンクアン寺院遺跡群保存計画提案
のための現況及び建築様式に関する研究 Ｈ20 成田　剛

■基盤研究Ｃ 採択年度
耐摩耗性と耐欠損性を飛躍的に
向上させたダイヤモンドバイトの開発 Ｈ19 竹内　貞雄

もの作り教材学習支援システムに関する研究 Ｈ20 長坂　保美
マイクログリッド等の分散エネルギーネットワークに
実装する分散人工知能に関する研究 Ｈ20 石田　武志

三次元イオン注入・堆積プロセスを主体とする
高機能トライボコーティングの開発 Ｈ19 渡部　修一

筋電制御下肢補そう具を用いた歩行機構の基礎研究 Ｈ20 吉澤　信幸
血管内移動を目的にした自走カテーテルの研究 Ｈ20 中里　裕一
音声認識方式による聴覚障害学生の講義保障の研究 Ｈ19 磯野　春雄
新しい文字入力装置を考慮した
情報技術学習支援システムの研究開発 Ｈ19 飯倉　道雄

複数のチップに圧縮する相補符号系列の応用に関する研究 Ｈ19 高瀬　浩史
ケアマネジメント教育における
ノウハウ情報共有・活用効果の検証 Ｈ20 椋田　實

移動エージェントと進化アルゴリスムを
用いた群ロボットの効率的な制御の研究 Ｈ20 神林　靖

渦相関法とシンチレーション法を併用した
街区スケールの熱収支実測と数値モデル評価 Ｈ20 成田　健一

近世町家の形成と多様な形式の発生要因
－オランダ商館長などの記録を基礎史料に－ Ｈ21 波多野　純

関東における彫刻屋台の建築技術に関する研究 Ｈ21 黒津　高行
日本における機械製造技術の変遷
－大正期の工作機械用製作用図面の検討－ Ｈ19 丹治　明

離散的函数方程式の有理型函数解の研究 Ｈ19 石崎　克也
解析・調和関数空間の構造と
その上の作用素の性質の研究 Ｈ20 大野　修一

■若手研究Ｂ 採択年度
マイクロバブルによる切削・研削加工環境の改善に関する研究 Ｈ20 二ノ宮　進一
自動車の自動隊列走行に向けた車群安定性向上に関する研究 Ｈ20 鈴木　宏典
明治後半の東京における病院の立地と建築
－医療・衛生からみた都市と建築の変容－ Ｈ21 勝木　祐仁

■若手研究スタートアップ 採択年度
英国における「ものづくりの国」日本のイメージと日本技術教育観に関する史的研究 Ｈ20 平岡　麻里

本年度より教員免許状更新制が導入された。1,000人以
上の現職教員を輩出している本学も、教員養成機関とし
ての社会的責任を果たすと同時にＯＢ教員の要望に応え
るため、８月に教員免許更新講習を開講する（必修講習
と選択講習の両領域）。本年度の講習については既に申し
込みは締め切られているが、来年度も同様に開設する予
定なので、昭和31年4月2日～、昭和41年4月2日～、昭和
51年4月2日～それぞれ翌年の4月1日生まれのＯＢ教員は
留意されたい。（教職教育センター）

の
旅
」
（
9
月
中
旬
実
施
予
定
）

へ
の
招
待
、
並
び
に
研
修
費
が

贈
ら
れ
る
。
今
年
も
昨
年
同
様
、

応
募
は
事
前
登
録
制
で
エ
ン
ト

リ
ー
が
必
要
。
多
く
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
る
。

【
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
】

5
月
15
日
〜
6
月
10
日

【
プ
ラ
ン
応
募
期
間
】

7
月
1
日
〜
11
日

【
表
彰
式
】
11
月
4
日

※
詳
細
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照

http://w
w

w
.nit.ac.jp/center/sa

ngaku.htm
l

3
月
9
日
〜
11
日
、
タ
イ
の

協
定
校
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工

科
大
学
ト
ン
ブ
リ
校
の
ブ
ン
デ

ィ
ッ
ト
・
ケ
パ
コ
ー
ン
副
学
長

一
行
9
名
が
来
学
し
た
。
柳
澤

章
学
長
と
の
会
談
で
は
共
同
研

究
の
推
進
及
び
学
生
交
流
計
画

等
が
話
し
合
わ
れ
た
。
教
員
と

3
月
26
日
（
木
）
、
中
国
海
洋

大
学
の
徐
家
海
院
長
と
李
涛
副

院
長
が
、
表
敬
訪
問
と
、
昨
秋

入
学
し
た
5
名
の
留
学
生
の
様

子
を
視
察
の
た
め
来
学
。
両
校

の
学
術
交
流
が
青
島
教
育
局
の

認
可
を
得
て
、
昨
年
本
学
が
、

中
国
で
大
学
進
学
校
と
し
て
登

録
さ
れ
た
報
告
と
、
さ
ら
な
る

の
討
議
で
は
、
遠
隔
授
業
や
イ

ン
タ
ー
ン
へ
の
協
力
等
に
つ
い

て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト

第4回

募集

博
士
号
取
得
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

課
程
博
士（
3
月
31
日
付
授
与
）

タ
イ
・
中
国
・
カ
ナ
ダ
か
ら
来
学

国
際
交
流

ロボット工房を見学するKMUTT一行

タ
イ
、

Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
よ
り
来
学

中
国
海
洋
大
学

国
際
教
育
学
院
来
学

カ
ナ
ダ

Ｌ
Ｃ
よ
り
来
学

セクシュアル・ハラスメントへの対応
本学では、セクシュアル・ハラスメント相談員
を学内に配置して、誰でも安心して相談ができる
環境を整えている。万が一、問題が生じた場合に
は、一人で悩まず勇気を持って相談をして欲しい。
相談員とその連絡先は下記の通りである。

セクシュアル・ハラスメント相談員

村田　泰彦 ymurata@nit.ac.jp 10480-33-7633

白石　一郎 siraisi@nit.ac.jp 10480-33-7704

上野　貴博 ueno@nit.ac.jp 10480-33-7667

鈴木　宏典 viola@nit.ac.jp 10480-33-7734

高瀬　浩史 takase@nit.ac.jp 10480-33-7738

小川万希子 ma_ogawa@nit.ac.jp 10480-33-7539

日下部恵美子 e-kusa@nit.ac.jp 10480-33-7507

江原　慎一 ehara@nit.ac.jp 10480-33-7508

初見　範子 nori@nit.ac.jp 10480-33-7510

杉村　京子 sugimura@nit.ac.jp 10480-33-7503
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学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
記

念
し
て
始
ま
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
4

回
目
を
迎
え
る
。
本
学
の
建
学

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
建
設
的

で
実
践
的
な
社
会
人
育
成
、
起

業
家
精
神
の
醸
成
、
起
業
家
的

資
質
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
。

応
募
資
格
は
本
学
に
在
籍
中

の
全
て
の
学
部
生
・
院
生
。
優

れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

者
に
は
「
国
内
企
業
・
も
の
つ

く
り
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
視
察
研
修

LCセンターの最近の動き

ま
で
わ
か
る
か
も
？
学
生
生

活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
パ
イ

ス
に
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

実
行
委
員
は
ち
ょ
っ
と
と
い

う
方
、
町
民
ま
つ
り
は
見
に

く
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す

よ
。
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

【
日
程
】

8
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

町
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
進
修
館
）

0
4
8
0
‐
3
3
‐
3
8
4
6

宮
代
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
方
に

朗
報
で
す
。
町
民
ま
つ
り
実

行
委
員
会
で
は
、
一
緒
に
祭

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
2
0
0

名
の
地
元
有
志
に
よ
る
実
行

委
員
と
仲
良
く
な
れ
ば
、
宮

代
の
こ
と
が
す
み
か
ら
す
み

町
民
ま
つ
り

実
行
委
員
募
集
！

3月27日（金）、学長室にて学長、学生支援部長の臨席のも
と、学生支援部長賞の表彰式が行われた。今年で2回目とな
るこの表彰では本年度、3団体と個人3名が受賞対象となった。

平成平成2020年度年度 学生支援部長賞学生支援部長賞 表彰者表彰者

氏名又は団体名

聴覚障害学生の講義
支援グループ9名

聴覚障害学生の講義支援

第47回全日本学生アーチェリー男子王座決定戦5位

第63回国民体育大会アーチェリー競技会
成年男子個人47位

第63回国民体育大会アーチェリー競技会
成年男子個人70位

東日本理工系大学体操競技大会
団体、個人共に6連覇

情報処理技術者試験合格
（ソフトウエア開発技術者試験）
情報処理技術者試験合格
（基本情報技術者試験）

情報

システム

建築

馬越　邦彰

アーチェリー部

本間　薫

田澤　佑樹

体操競技部

学科 内容

平成20年度学生支援部長賞表彰受賞者者一覧

受　講　生　募　集

教員免許状更新公開講座

産業教育実習助手研修は、文部科学省の委託事業で、
高等学校の産業教育に関する教科・科目を担当する実習
助手に対して、職務に必要な最新の知識・技術を修得さ
せ、資質の向上を図ることが目的である。内容は、工業
科教育法、機械システム工学、情報通信工学で、7月28日
から8月4日まで本学で開催される。

実習助手講習の公開講座

高等学校「工業」、中学校「技術」専修免許取得を目的
とする免許法認定公開講座を開設する。現職教員を対象
に夏休みを利用し免許資格を取得するもので、期日は7月
27日（月）～８月3日（月）（各4日間）。開設科目は「応用熱
流体特論」、「画像データ解析特論」である。詳細照会、要
項請求は生涯学習センター10480-34-4111（代）まで。

専修免許取得の公開講座

後
援
会
だ
よ
り

４
／
２

入
学
式
に

「
ご
理
解
い
た
だ
く
会
」開
催

有
償
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
ア
ジ

ャ
ン
タ
ー
･
エ
ロ
ー
ラ
ー
石
窟
寺
院

の
保
存
修
復
◆
大
木
幹
雄
教
授
（
情

報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
5
／
5
〜
12
）
／
目
的
＝
第
11
回
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
情
報
シ
ス
テ
ム
国

際
会
議
に
お
い
て
研
究
発
表
◆
神
野

健
哉
准
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
台
湾
（
5
／
23
〜
28
）
／
目

的
＝
2
0
0
9
年
米
国
電
気
電
子
学

会
回
路
と
シ
ス
テ
ム
国
際
会
議
で
の

論
文
発
表
◆
伴
雅
人
准
教
授
（
創
造

シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
フ

ラ
ン
ス
（
6
／
14
〜
21
）
／
目
的
＝
カ

ー
ボ
ン
2
0
0
9
国
際
会
議
で
研
究

発
表
◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
6
／

19
〜
26
）
／
目
的
＝
（
情
報
化
社
会
の

た
め
の
国
際
学
会
）
知
的
シ
ス
テ
ム

と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
国
際
会
議
に
て
論

文
発
表
◆
神
野
健
哉
准
教
授
（
電
気

電
子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
イ
ス

（
6
／
20
〜
26
）
／
目
的
＝
第
17
回
電

子
シ
ス
テ
ム
の
非
線
形
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
論
文
発

表


